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1．問 題
デートバイオレンス（DV:DatingViolence）
は，交際中のカップル間で発生する暴力行為のこ
とであり，近年，社会問題として取り上げられる
ことが多い。ただし，大学生カップルにおいては
殴る蹴るなどの直接的な「バイオレンス」よりも
むしろ，交際相手のメールをチェックする，相手
の行動を監視するなどの支配・監視や，相手が嫌
がっても帰らずつきまとうなどのつきまとい，お
金や物を貢がせるといった経済的暴力，「ブサイ
ク」などの人を傷つける言動を繰り返すなどの言
語的暴力などのハラスメント行為が行われること
が多く，そしてはるかに発生率が高い。
我々は，一連の研究において，これらの「デー
トハラスメント」を引き起こす要因について検討
を行っている。第一報（越智・長沼・甲斐，
2014）おいては，まず，各種のバイオレンス行為，
ハラスメント行為を分類し，測定する尺度を構成
した。73個の行為について，600人の大学生，大
学院生女子を調査対象とし，交際相手がバイオレ
ンス・ハラスメント行為をどの程度行ったかを評
定させ，因子分析を行った。その結果，直接的暴
力，間接的暴力，支配・監視，経済的暴力，言語
的暴力，つきまといの6つの行為に分類すること
ができ，それぞれの程度を測定するための心理尺
度を構成することができた。
本研究では，これらのバイオレンス・ハラスメ
ント行為と関連するパーソナリティの個人差につ
いて検討してみたいと思う。特に本論で検討した
いのは，女性蔑視傾向である。
女性蔑視傾向は，「男性は女性よりも優れてい
るので女性は男性に服従すべきである」といった
女性に対する偏見的な態度のことをいう。ドメス
ティックバイオレンスやデートバイオレンスの背
景として，このような態度が重要な役割を果たし
ていることは想像がつくが，実証的な研究は必ず
しも多くない。また，女性蔑視的態度が，直接的
暴力を引き起こす可能性はともかく，支配や監視，
つきまといなどのハラスメント行動とどのような
関連を持っているのかについても明らかになって
いない。そこで，本研究ではこのような態度を測
定する尺度を構成し，これと各種デートバイオレ
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ンス，ハラスメント行為との関連を明らかにする
ことを第1の目標とした。
また，従来の研究では，加害者自身が自己評定
したこれらの傾向と暴力をふるうかどうかという
問題が扱われることが多かった。本研究は，その
ような方向性でなく，被害者が加害者の普段の行
動をみて，女性蔑視的な行動を行っているかどう
かと実際のバイオレンス・ハラスメント行為の関
係を明らかにしたいと考えている。これは，研究
の目的が，女性が交際相手の普段の行動や交際前
の行動から，デートバイオレンスやハラスメント
を予測できるようにすることだからである。そこ
で本研究では，女性蔑視的態度を加害者自己評定
型の質問紙でなく，被害者から見た加害者の行動
を評定する尺度として構成することにした。
2．方 法
あらかじめ調査会社のデータベースに登録され
ている調査協力候補者の中から，いままで男性と
交際経験のある全国の大学生・大学院生女子600
名（平均21.16歳，標準偏差1.58）を対象にウェ
ブ調査を行った。男性との交際経験は，過去のす
べての期間を対象にしたため，中学，高校生の時
の交際も含んでいた（全体の29.4％が大学生にな
る前の交際経験を回答した）。また，現在交際中
のものは314名で，全体の52.2％であった。複数
の交際経験のある人はそのうちの任意の1名との
関係について回答した。回答がぶれないようには
じめに対象者のイニシャルを識別子として記載さ
せてから，回答を行わせた。調査対象者は北海道
から沖縄まですべての県で最低でも1名以上含ま
れるようにした。
調査内容は，調査対象者とその交際相手の属
性についての質問，女性蔑視尺度：後述，デー
トバイオレンス・ハラスメント尺度（越智・長沼・
甲斐，2014：これは，相手が自分に行ったことの
ある行為についての尺度であり，直接的暴力，間
接的暴力，支配監視，言語的暴力，経済的暴力，
つきまといの6つの尺度からなる），交際相手
（男性）の行動や性格特性（これは，女性が交際
相手である男性の普段の行動や性格特性を評定し
たもの）である。では，共依存や自己愛などを
測定する自己評定式の尺度を「彼は～ですか」と
いう形に書き換えた他者評定式の尺度として用い
た。用いた尺度は元となる尺度が存在するものに
ついてもあらためて因子分析を行い尺度を構成し
なおした。詳細は結果の部分で各尺度ごとに記載
する。調査に要する時間は15分から30分程度，
調査に協力すると所定のポイントが協力者に与え
られるというシステムである。調査は㈱クロス・
マーケティングに委託して行った。
3．結果と考察
31．女性蔑視尺度の構成
女性蔑視尺度の構成
まず，女性蔑視やレイプ神話に関係する項目を
10項目作成し，これを因子分析し，女性蔑視尺
度を構成することとした。作成された項目は「彼
は女性よりも男性のほうが格が上だと考えていま
すか」のような形になっており，評定するのは女
性である，評定尺度は非常に良く当てはまる～
まったくあてはまらないまでの7件法であった。
得られたデータに偏りが見られたため，ロバス
ト最尤法による因子分析を行い，結果をプロマッ
クス回転して解を求めた。固有値1.0の基準で因
子抽出を行い，2因子が見いだされた。因子分析
結果をTable1に示した。第1因子は，「彼は女
性は男性の命令に従うべきだと考えている」，「彼
は女性は本当はレイプされたがっていると考えて
いる」など8項目からなる尺度で，女性蔑視，レ
イプ神話を信じているなどの態度を示す尺度であっ
た。これを「女性蔑視態度」と名付けた。信頼性
係数は十分に高く（・＝.93），第1因子のみで分
散の53.88％が説明された。レイプ神話に関する
項目が，女性蔑視一般の傾向と相互に相関が高く，
同じ因子を形成したことは興味深い。2つの項目，
すなわち，「彼は，外出するとレディーファース
トな態度で接してくれる」，「男女分け隔てなく人
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と接することができる」は第2因子を構成した。
これを「パートナー尊重」因子と名づけた。本来
これらの項目は，女性蔑視的態度について逆転項
目として設定されたものであったが，第1因子と
の相関はほとんど見られなかった（r＝.06）。こ
れは女性蔑視的態度が外出先でのレディーファー
ストなふるまいや，男女分け隔てのない行動と直
接関連しないことを示していて，興味深い。この
点は今後も検討の必要があるだろう。ただし，第
2因子を構成する項目は2項目しかなかったこと
と，女性蔑視に直接関連するものではなかったた
め，今回の分析では，第1因子のみについて分析
をすすめることにしたい。
32．女性蔑視尺度の基本統計
女性蔑視傾向の基本統計
女性蔑視尺度は8点～56点まで分布する尺度
であるが，すべての実験参加者の平均値は15.93，
標準偏差は9.19，最小値は8点，最大値は56点
であった。もっとも多かったのは，すべての項目
に「まったくあてはまらない」と回答した合計点
8点の調査対象者である。全体の30.5％がこの得
点だった。現在の大学生カップルのうち，3割程
度に関しては男性はまったく女性蔑視的な態度を
とっていない（と少なくとも女性からは認知され
ている）ということである。したがって，分布も
低い点数に偏っており，歪度は1.24であった。
女性蔑視傾向と相手（男性）の年齢や同性異性
の友人数には明確な関係は見られなかったが，相
手の経済状況が悪いほど女性蔑視傾向が大きいこ
と（r＝.12・・），相手の容姿が悪い（と女性が認
知しているほど）女性蔑視傾向が大きいことがわ
かった（r＝.14・）。また，女性蔑視的態度と相手
の飲酒，喫煙，ゲーム，ギャンブル，スポーツ嗜
好の関連（女性が，男性のこれらの嗜好について
7段階で評定したもの）について分析したところ，
喫煙（r＝.12・・），パソコンゲーム（r＝.10・），ギャ
ンブル（r＝.16・・）と有意な相関があり，これら
の行動の頻度が大きいほど，女性蔑視傾向が見ら
れるという事が示された。しかし，その相関はい
ずれも大きなものではなかった。
女性蔑視尺度と恋愛スタイルの関連
恋愛スタイルは，リーの研究（Lee,1977）に
よって示されたもので，恋愛関係の特徴を6つの
タイプに分類したものである。これらの各タイプ
については松井ら（1990）が恋愛タイプを測定す
る心理尺度を構成しており，また，豊田・岸田
（2006）は，教育目的での短縮版を作成している。
今回は豊田らの短縮版恋愛スタイル尺度と女性蔑
視尺度の関連について検討した。女性蔑視傾向が，
恋愛のスタイルに影響している可能性について確
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Table1 女性蔑視尺度の項目ごとの平均・標準偏差と因子分析結果
平均 標準偏差 女性蔑視
パートナー
尊重
彼は女性よりも男性のほうが格が上だと考えている 2.43 1.64 .774 －.081
彼は女性というだけで女の人を馬鹿にしたり下に見る 1.94 1.40 .873 .046
彼は女性は男の命令に従うべきだと考えている 2.06 1.47 .862 －.060
彼は女性を暴力や脅迫で支配することは正当なことだと思っている 1.71 1.24 .822 .023
彼は女のくせにといった発言をよくする 1.84 1.37 .843 .023
彼は女性は本当はレイプされたがっていると考えている 1.70 1.24 .814 .062
彼は女性が痛めつけられるようなポルノが好きだ 1.81 1.25 .699 .073
彼は女性の前で平気で下品な話をする 2.46 1.68 .622 －.087
彼は男女分け隔てなく人と接することが出来る 4.52 1.98 －.029 －.875
彼は外出するとレディーファーストな態度で接してくれる 4.10 1.75 .013 －.452
因子間相関 女性蔑視
パートナー尊重 .061
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認するためである。分析の結果，女性蔑視因子に
ついては，マニア（r＝.14・・），ルダス（r＝.20・・）
との有意な正の相関が見られたが，これらも相関
自体はそれほど大きなものではなかった。他の恋
愛スタイルとの有意な相関は見られなかった。
また，女性から見た交際満足度が女性蔑視傾向
とどの程度の関連があるのかを分析したところ，
負の相関が見られた（r＝－.26・・）。これは有意
な相関ではあるが，予想ほど高い相関であるとは
いえなかった。つまり，男性の女性蔑視傾向がそ
のまま交際満足度を低下させるわけではないと考
えられる。
33．女性蔑視尺度とデートバイオレンス・
ハラスメントの関連
女性蔑視尺度とバイオレンス・ハラスメント行
動の関連
女性蔑視尺度と各種のバイオレンス・ハラスメ
ント行動の各因子間にはいずれも有意な相関が見
られた。直接的暴力（r＝.23・・），経済的暴力（r＝
.20・・），つきまとい（r＝.29・・）との関連はそれ
ほど大きくなく，間接暴力（r＝.36・・），支配管
理（r＝.33・・），言語的暴力（r＝.41・・）との関連
は大きかった。ただし，これらの3つの項目，と
くに言語的暴力に関しては，そもそも女性蔑視尺
度を構成する項目と類似する項目が存在したこと
が高い相関が得られた理由のひとつである（女性
蔑視尺度には，「彼は『女のくせに』といった発
言をよくする」という項目があり，言語的暴力尺
度には，「相手に馬鹿にされたり，見下されるよ
うな言い方をされたことがある」という項目があ
る）。また，これらの6つのデートバイオレンス・
ハラスメント尺度の得点を因子分析したところ，
すべてがひとつの因子にまとまった。この因子は，
すべての分散の56.8％を説明することができた。
すべてのバイオレンス・ハラスメント尺度の合計
点と女性蔑視尺度との間に高い相関が見られた
（r＝.40・・）。
女性蔑視尺度と攻撃行動の関連
次に，女性蔑視的態度と攻撃的な傾向の関連に
ついて分析した。攻撃行動の測定尺度としては，
バスペリー攻撃尺度と敵意攻撃インベントリー
など攻撃に関する尺度を参考にし，言語的な暴力
や関係性暴力についての項目を追加して構成した
ものである。ただし，この尺度も本来は自己評定
式であるが，「彼は～である」などと他者を評定
する尺度にしており，女性が男性の行動を評定し
ている。この尺度は，項目の構成から6因子を仮
定した確認的因子分析（ロバスト最尤法）を
行った。この結果，許容できるモデル適合度で
あり （・
2
・137・・858.94,p・.001;CFI＝.853;
RMSEA＝.094;SRMR＝.091），言語的攻撃（彼
は人から不愉快なことを言われたら不愉快だとはっ
きりいうなど4項目），身体的攻撃（彼は自分の
権利を守るためなら暴力もやむなしと思っている
など3項目），短気（彼はかっとなることを抑え
ることが難しいなど3項目），敵意（彼は自分の
ことを嫌っている人が多いと思っているなど4項
目），間接攻撃（彼は人から嫌なことを頼まれる
といいかげんにやるなど3項目），悪口（彼はひ
との悪いうわさを口にすることが多いなど2項目）
の6つの下位因子を構成した。因子分析結果を
Table2に示した。女性蔑視尺度とこれらの尺度
の相関は，言語的攻撃（r＝.32・・），身体的攻撃
（r＝.52・・），短気（r＝.48・・），敵意（r＝.50・・），
間接攻撃（r＝.52・・），悪口（r＝.55・・）で見られ，
すべての項目で比較的高い正の相関があった。
これらの項目は，デートバイオレンス尺度の項
目と類似しているが，デートバイオレンス尺度が
直接，ある行動をしているのかを指す行動尺度な
のに対して，攻撃性尺度はより抽象的な個人特徴
を測定しているものであり，分布も，こちらの尺
度のほうがより正規分布に近い分布をしていた。
この結果からも，女性蔑視的な態度はあるゆる種
類の攻撃行動と密接に関連していることが示され
た。
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34．女性蔑視と関連するパーソナリティ特性
女性蔑視と共依存との関連
次に女性蔑視尺度と関連しているパーソナリティ
要因について順次検討していくことにする。先ず，
共依存性について，既成の尺度をもとにして，
「彼は～ですか」といった他者評価形式にしたも
のを作成した。改めて因子分析（ロバスト最尤法，
プロマックス回転）を行い，固有値1.0の基準で
2因子を抽出し，2つの尺度が構成された。因子
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Table2 攻撃行動尺度の平均・標準偏差と因子分析結果（確認的因子分析）
平均値 標準偏差
言語的
攻撃
身体的
攻撃
短気 敵意
間接
攻撃
悪口
彼は人と意見が対立したときは議論しな
いと気がすまない
3.20 1.81 .803
彼は人から不愉快なことを言われたら不
愉快だとはっきりいう
3.43 1.80 .821
彼は友達の意見に賛成できないときは，
はっきりいう
3.90 1.86 .772
彼は怒ると「バカ」などの言葉で人をの
のしる
2.35 1.63 .587
彼は相手が先に手を出してきたらやり返
すであろう
2.83 1.76 .772
彼は挑発されると相手を殴りそうになる 1.99 1.43 .874
彼は自分の権利を守るためなら暴力もや
むなしと思っている
2.00 1.37 .857
彼はかっとなることを抑えることが難し
い
2.21 1.55 .870
彼は人から馬鹿にされるとすぐ頭に血が
のぼる
2.32 1.56 .865
彼はいらいらしているとすぐに顔に出る 2.98 1.85 .714
彼は自分のことを嫌っている人が多いと
思っている
2.42 1.56 .706
彼は人から陰口をいわれていると思って
いる
2.25 1.49 .782
彼は嫌いな人が多い 2.58 1.65 .839
彼はよく人から意地悪や嫌がらせを受け
ていると思っている
1.95 1.30 .776
彼は人から嫌なことを頼まれるといいか
げんにやる
2.38 1.52 .817
彼は威張っている人の言うことは聞かな
い
2.75 1.63 .733
彼は他人の持っていないものなどをみせ
びらかすことがある
2.14 1.47 .727
彼は人の悪いうわさを口にすることが多
い
2.20 1.45 .867
彼は他人を傷つけるようなことをいう 2.33 1.59 .848
因子間相関 言語的攻撃
身体的攻撃 .641
短気 .583 .785
敵意 .510 .647 .912
間接攻撃 .599 .720 .850 .860
悪口 .534 .664 .798 .837 .909
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分析結果をTable3に示した。1つ目は，未熟性
尺度（彼は物事を忍耐強く待つことが苦手である
など7項目）で，2つ目は，自己犠牲尺度（彼は
あなたを喜ばせようとしてあなたにあわせること
があるなど5項目）である。女性蔑視尺度との関
連は，未熟性（r＝.55・・），自己犠牲（r＝.03ns）
となり，女性蔑視的態度は未熟性と密接に関連し
ていることが示された。
女性蔑視と自己愛の関連
自分に対する評価を測定する尺度として，自己
愛および公的自己意識（注目敏感性）に関連する
尺度を元にして，「彼は～ですか」といった他者
評価形式にしたものを使用した。用いた尺度のそ
れぞれの因子構造に従って確認的因子分析（ロバ
スト最尤法）を行った。この結果，自己愛尺度の
3因子と公的自己意識の1因子での因子構造で良
好な適合度が示された（・
2
・71・・221.62，p・
.001;CFI＝.960;RMSEA＝.059;SRMR＝.044）。
具体的には，自己愛傾向について，注目欲求（彼
はみんなの人気者になろうと思っている，彼は人々
の話題になる人間になりたいと思っているなど5
項目），優越・有能感（彼は自分のことを周りの
人よりも有能であると思っている，彼は自分のこ
とを才能に恵まれていると思っているなど3項目），
自己主張性（彼は自己主張が強い方である，彼は
自分の意見をはっきり言う方であるの2項目）と，
自己に対する注目への敏感性（公的自己意識；彼
は自分の容姿を気にする方だ，彼は自分が他人か
らどのように見られているのか気にするなど5項
目）である。また，自己愛傾向のそれぞれの因子
間相関は高く，自己愛傾向の3因子を構成する項
目について探索的因子分析を行ったところ，1因
子が抽出されたため，自己愛傾向の3因子の合計
得点をナルチシズム傾向とした。因子分析結果を
Table4に示した。
女性蔑視尺度との関連は，注目欲求（r＝.37・・），
優越・有能感（r＝.40・・），自己主張性（r＝.24・・），
注目への敏感性（r＝.33・・）で見られ，ナルチシ
ズム傾向でも同様の関連が見られた（r＝.39・・）。
ナルチシズム傾向が大きいと女性蔑視的な態度が
大きくなり，特に注目欲求や優越・有能感が高い
場合に顕著であることが示された。
女性蔑視と不安傾向の関連
対人関係における，不安傾向を測定する心理尺
度として，既成のさまざまな尺度から，3～5項
目を選択し，「彼は～ですか」といった他者評価
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Table3 共依存に関する尺度（未熟性，自己犠牲）の項目ごとの平均・標準偏差と因子分析結果
平均 標準偏差 未熟性 自己犠牲
彼は被害者意識にとらわれることが多く，自分は犠牲者だと感じている 2.59 1.60 .819 －.116
彼は依存心が強く一人でやっていける自信がない 2.70 1.61 .741 .028
彼は相手にすがりつき離れないことが愛情だと思う傾向がある 2.74 1.59 .723 .036
彼は自分自身を受け入れていない 2.70 1.47 .648 .055
彼はある特定のことで頭がいっぱいになってしまうことがある 3.68 1.82 .540 .150
彼は物事を忍耐強く待つことが苦手である 3.11 1.63 .655 －.007
彼は過去の人間関係の失敗から学ぶことが少ない 3.07 1.68 .730 －.155
彼はあなたを喜ばせようとして，あなたにあわせることがある 4.23 1.66 －.010 .711
彼は自分を犠牲にして，あなたを助けたり世話をしたりすることがある 3.85 1.73 －.046 .819
彼はあなたの気分を敏感に察知して，先のことを考えてくれる 3.86 1.71 －.200 .766
彼は「ノー」といえずに頼み事をつい引き受けてしまうほうである 3.37 1.71 .203 .458
彼はあなたが落ち込んでいると自分も落ち込んでしまう 3.26 1.63 .293 .512
因子間相関 未熟性
自己犠牲 .373
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形式にしたものを使用した。用いた尺度は，シャ
イネス（彼は初めての人と話すのは苦手であるな
ど5項目），社交性（彼は人づきあいの機会があ
ればよろこんで参加するなど3項目），対人不安
（彼は人に見られていると仕事がうまくできない
など3項目），対人恐怖心性（彼は他人から自分
がどうみられるのかについてくよくよ考えるなど
4項目）であった。女性蔑視因子との相関は，シャ
イネス（r＝.34・・），社交性（r＝.03ns），対人不
安（r＝.35・・），対人恐怖心性（r＝.33・・）となっ
た。
女性蔑視と相対的剥奪感，権威主義の関連
相対的剥奪感尺度は，「彼は世の中は不公平で
自分は損をしていると思っている」や「彼は自分
は社会から能力に見合った待遇を受けていないと
思っている」などの項目からなる尺度で，社会に
対して本人が不当な地位に甘んじているという感
情を測定する尺度である。そもそも相対的剥奪と
いう概念はマートン，トクヴィルなどの社会学者
が提唱したもので，社会的な不平不満は彼がおか
れている絶対的な状況に依存しているのでなく，
自分と同程度の能力の人物がおかれている状況に
比べて自分がどのくらい劣った地位におかれてい
るのか，つまり社会的なシステムによって「剥奪」
されているのかを示す概念である。Ranciman
（1966）によれば，社会的剥奪が生じるのは以下
のような条件が生じた場合である。つまり，個
人がある物事Xを欲している，他の人はXを
手に入れていると考えている，自分はXを持っ
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Table4 注目敏感・自己愛傾向尺度の平均・標準偏差と因子分析結果（確認的因子分析）
平均値 標準偏差 注目敏感 注目欲求
優 越
・
有能感
自己主張性
彼は人に見られているとついかっこうをつけてし
まう
3.72 1.78 .798
彼は自分の容姿を気にする方だ 3.81 1.66 .708
彼は他人からの評価を考えながら行動する 3.57 1.63 .823
彼は自分が他人からどのように見られているのか
気にする
3.70 1.72 .882
彼は自分に対するうわさに敏感である 3.31 1.67 .801
彼はみんなの人気者になろうと思っている 3.25 1.70 .841
彼はどちらかといえば注目される人間になりたい
と思っている
3.64 1.84 .901
彼は人々の話題になるような人間になりたいと思っ
ている
3.39 1.71 .907
彼はみんなからほめられたいと思っている 3.86 1.74 .777
彼は自分のことを周りの人よりも有能であると思っ
ている
3.52 1.68 .868
彼は自分は周りの人が学ぶだけの値打ちのある長
所をもっていると思っている
3.60 1.61 .666
彼は自分のことを才能に恵まれていると思ってい
る
3.30 1.63 .896
彼は自分の意見をはっきり言う方である 4.31 1.76 .646
彼は自己主張が強い方である 3.72 1.74 .936
ナルチシズム傾向合計 32.58 12.16
因子間相関 注目敏感
注目欲求 .719
優越・有能感 .463 .717
自己主張性 .587 .837 .733
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ているにふさわしい人間であると思っている，
自分がXを手に入れてないのは，自分のせいで
はないと考えている，である。社会学では相対的
剥奪の程度については，社会，経済的な客観的指
標で表現されることが多いが，ここでは，個人が
感じている主観的な相対的剥奪感について問題に
したい。これは「自分が社会から能力に見合った
ポジションを与えられていない」という感覚のこ
とである。このような感覚を測定する尺度はいま
まで作られていないため，本論文では，オリジナ
ルな尺度を構成することにした。相対的剥奪感を
示す7つの項目の回答結果に対して因子分析（ロ
バスト最尤法）を行った結果，1つの因子で説明
することができ，第1因子のみで68.63％の分散
を説明することができた。因子分析結果をTable
5に示した。女性蔑視傾向尺度と相対的剥奪感尺
度は非常に高い相関を持っていた（r＝.69・・）。
また，関連するものとして権威主義尺度を構成
した。これは，「彼は先輩や上司などのご機嫌を
取るようなことをよくする」や「彼は主張の内
容よりもそれを誰がいったのかに敏感である」な
ど4項目からなる尺度である。因子分析（ロバ
スト最尤法）の結果，1つの因子で説明するこ
とができ，72.95％の分散を説明することができ
た。因子分析結果をTable6に示した。女性蔑
視尺度と権威主義尺度も高い相関を持っていた
（r＝.54・・）。
女性蔑視的態度と関連するパーソナリティ尺度
のまとめ
女性蔑視尺度との関連について個別に相関を算
出してきた各項目，未熟性，自己犠牲，ナルチシ
ズム傾向，注目敏感，シャイネス，社交性，対人
不安，対人恐怖心性，相対的剥奪感，権威主義の
すべての尺度についての相関係数のまとめを
Table7に示した。また，これらの尺度を因子分
析したところ，3因子が抽出された。それぞれの
因子負荷量についてもTable7に示した。この
うち，第1因子は，注目欲求，優越・有能感など
自己愛的な因子であった。第2因子は，対人恐怖，
シャイネスなど，対人関係下における不安感に関
する因子であった。第3因子は，未熟性，相対的
剥奪感などであり，未熟性に関する因子であった。
これらのうち，第3因子がもっとも女性蔑視的な
態度と関連していた。
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Table5 相対的剥奪尺度の平均・標準偏差と因子分析結果
平均 標準偏差 因子負荷量
彼は世の中は不公平で自分は損をしていると思っている 2.61 1.52 .803
彼は成功した人などについての話が嫌いである 2.49 1.50 .801
彼は自分は社会から能力に見合った待遇を受けていないと思っている 2.69 1.53 .827
彼は世の中のいろいろなことについて不満が多い 2.99 1.69 .758
彼は人のことをほめるよりもけなすことの方が多い 2.69 1.64 .801
彼は目の前で人がほめられると機嫌が悪くなる 2.24 1.38 .787
彼は自分以外の周りの人間はみな頭が悪いと思っている 2.53 1.55 .795
Table6 権威主義尺度の平均・標準偏差と因子分析結果
平均 標準偏差 因子負荷量
彼は地位の高い人にはいつもぺこぺこしている 2.64 1.54 .842
彼は先輩や上司などのご機嫌を取る 2.82 1.53 .841
彼は主張の内容よりもそれを誰が行ったのかに敏感である 2.73 1.50 .728
彼は地位の高い人に刃向かうことは出来ない 3.04 1.60 .785
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構造方程式モデリングによる分析
これらのパーソナリティ特性とバイオレンス・
ハラスメント行動の関連を確認するため，構造方
程式モデリング（SEM）による分析を行った。
モデルは次のように仮定した。まず，Table7の
因子分析を参考に，高次因子分析を行い，パーソ
ナリティのそれぞれの因子のさらに上位の因子と
して3因子を仮定した。つまり，尊大傾向（第3
因子：相対的剥奪，女性蔑視，権威主義，未熟性），
対人関係不安（第2因子：対人不安，シャイネス，
対人恐怖，自己犠牲），包括的自己愛（第1因子：
注目欲求，優越・有能感，自己主張性，注目敏感
性，社交性）である。また，バイオレンス・ハラ
スメント行動のそれぞれの因子間相関も高かった
ため，高次因子分析を用いて DV因子として 1
因子を仮定した。
また，それぞれのパーソナリティの高次因子は
特性としてのパーソナリティ傾向を示すが，尊大
傾向を構成する因子は，対人関係不安傾向，包括
的自己愛傾向を構成するそれぞれの因子に比べて，
より経験の影響を受けやすく，また，年齢を重ね
てから身についた特性であると考えられる。この
ため，対人関係不安傾向と包括的自己愛傾向が尊
大傾向を説明するというモデルを仮定した。
これらのことから，対人関係不安傾向，包括的
自己愛傾向が，尊大傾向を介してDV行動に影
響するというモデルを仮定し，ロバスト最尤法に
よるSEMを実行した。結果をFigure1に示し
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Table7 女性蔑視尺度と相関のあるパーソナリティ
女変数のまとめ
女性蔑視尺
度との相関
第1
因子
第2
因子
第3
因子
注目欲求 .369 .923 －.103 .067
優越・有能感 .401 .770 －.101 .125
自己主張性 .235 .688 －.264 .095
注目敏感 .329 .673 .207 .028
社交性 .029 .531 .072 －.269
対人不安 .345 －.175 .954 .099
シャイネス .335 －.137 .917 .059
対人恐怖 .331 .270 .512 .111
自己犠牲 .033 .190 .455 －.182
相対的剥奪 .687 －.002 －.005 .993
権威主義 .543 .117 .214 .579
未熟性 .546 .168 .273 .489
女性蔑視 1.000 .073 －.006 .664
因子間相関 第1因子
第2因子 .379
第3因子 .482 .511
Figure1.結果のパス図。それぞれの項目と誤差分散は煩雑になるため省略した。
また，係数は標準化係数であり，すべて0.1％水準で有意であった。
Figure1
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た。仮定した通りのモデルが示され，適合度も許
容範囲内であった（・
2
・4827・・9599.23,p・.001;
CFI＝.835;RMSEA＝.041;SRMR＝.080）。
本研究の様々な尺度との関連から，女性軽視傾
向を含む尊大因子が DV因子に直接的に影響を
及ぼすと考えられる。また，対人関係不安や包括
的自己愛傾向は，尊大傾向を経由してDVに関
連していることが示された。これらのことから，
女性蔑視という態度自体ではなく，相対的剥奪感
や権威主義，未熟性などを含んだ自己尊大感が
DVを引き起こすと考えられた。
4．総合考察
本研究では，女性蔑視的な行動と各種のデート
バイオレンス・ハラスメント行動に関連がある事
が示された。予想されたことではあるが，女性蔑
視的な行動をする男性は，女性に対して，実際の
さまざまな種類のバイオレンス・ハラスメント行
為を行う事が示唆された。また，このような男性
は一般的な攻撃性も高いことも示された。女性蔑
視的な態度は，対人不安やナルチシズムや自己注
目欲求などとも関連していたが，もっとも強い関
連性を示していたのは，「彼は世の中は不公平で
自分は損をしていると思っている」とか「彼は成
功した人についての話が嫌いである」などの項目
からなる相対的剥奪感や未熟感，権威主義などで
あった。また，SEMによって，これらの変数に
よってDV行動予測できることが示された。
これらのことから，社会に対する不満感，相対
的な剥奪感を伴う未熟で他罰的な傾向が最終的に
は，デートバイオレンスやハラスメントを引き起
こす可能性が示唆された。なぜ，相対的な剥奪感
がデートバイオレンスを引き起こすのかについて
そのプロセスを今後は詳細に検討していくことが
必要であろう。
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